
 

 

 

 

 
 

 
 

天気予報通り３５℃を超える猛暑が続いてます。順延された地区中体連の野球・サッカー・男女ソフトテニスそして

県中体連の陸上競技に参加した生徒たちは暑さとの戦いでもありました。学校生活でも暑さ指数が基準を超えると

生徒の安全のために昼休みの外遊びと５・６時間目の運動場での体育を中止した日がありました。 

「自分の命を守り抜く」 

７月の全校集会で、自然災害・熱中症・水難事故といった今の季節に起こりやすい命の危険から身を守る方法につ

いて話をしました。３つの危険から命を守るために必要な共通のキーワードは「もしかしたら危ないかもしれない」で

す。危険に接したときに「自分は大丈夫」（正常性バイアス）ではなく「もしかしたら危ないかもしれない」と危険を想定

した行動をとることが大切です。以下は、話した内容の要点をお伝えします。 

・大雨や地震→ハザードマップを見て、家族で話し合い、危険個所や避難所を確認する。 

・熱中症→こまめな水分補給、帽子をかぶる、日陰で休む、睡眠をしっかりとる、朝食をとる（←大事）。 

・水難事故→危険な場所に近づかない、悪天候の日は行かない、大人の指示を守る、子どもたちだけで助けようとし

ない。 

この夏の 3つの約束 

① 「もしかしたら」と考える 

② 危険を感じたら早めに行動する 

③ 自分で考え、自分で判断する 

唐津地区中体連について 

降雨のため順延されていた競技が７月１１・１２日に行われました。同じ日程で県中体連陸上競技も開催されました。 

【地区中体連入賞成績】 

・サッカー部  優勝（県大会出場）         

・野球部  第３位 

・男子ソフトテニス部個人 第３位（県大会出場）          

・女子ソフトテニス部個人 優勝、第５代表（２組が県大会出場） 

【県中体連陸上競技入賞成績】 

・男子砲丸投げ 第３位 

・男子１年 1500ｍ 第４位 

・女子１年８００ｍ 第 4位 

命の宣言 

およそ３０年前にこの浜玉中学校の生徒が命を落とすというとても悲しいことが起こ

りました。このことを受けて当時の生徒会を中心とする生徒・職員が命の大切さを訴える

宣言文を作成し、形に残しました。旧校舎の玄関に設置された命の宣言は新校舎に移設

され今も玄関で浜玉中の生徒を見守っています。当時を知る者の一人として、初めて今

の校舎に入って玄関に命の宣言を見たときに感激しました。時を超えて浜玉中にかかわ

るすべての生徒・保護者・地域の皆様・教職員が大切にして受け継いでいくべきものと考

えています。 

～命の宣言～ 

一、自分の命を大切にし同時にすべての命を尊重し守っていきます 

二、苦しいことや悲しいことがあってもくじけず生きる希望を持ち続けます 

三、クラスや学年のつながりを強め一人で悩む友人を励まし支え合っていきます 

四、いじめや差別を許さない心を持ちます 

五、自分が正しいと思ったことを信じ勇気をもって行動に移します 

《学校教育目標》 「好き」を育て、「良さ」を伸ばす 

《目指す生徒像》 新たな時代を切り開く生徒の育成 
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自分の命は、自分で守る 


